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あらまし 本研究では，マルチメディアコンテンツ配信にブログの仕組みを取り入れ

ることによって，マルチメディアコンテンツを話題とした コミュニケーションを支援

するシステムを開発した．さらに，コンテンツ閲覧者による自然な知的活動（コンテ

ンツに関するレビュー記事を書くなど）から，コンテンツに関する知識を RDF形式
のアノテーションとして獲得・配信する仕組みを提案する．
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Abstract In this research, we propose the multimedia contents distribution system
that supports user’s communication concerning multimedia contents by applying
the mechanism of Weblog. In addition, we propose the mechanism that acquires
knowledge of contents as annotation of the RDF form from user’s natural intelligent
activity, such as editing a review article.
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1 はじめに
近年，インターネットの発達と共に，映像・音楽

などのマルチメディアコンテンツがWeb上で頻繁
に配信されている．それに伴い，コンテンツをいか

に効率よく配信するかといった問題が顕在化してき

ている．その一方で，ブログや SNS，Wikiなどの
登場により個人やWebコミュニティからの情報発
信が一般化し，その影響力も増している．そこで本

研究では，マルチメディアコンテンツとそれらを取

り巻くWebコミュニティとを効果的に融合させ，そ
れらのコミュニティにおけるユーザの自然な知的活

動からコンテンツに関する知識をアノテーション [4]

として獲得・利用することを目的としている．具体

的には，ユーザが一般的なWebブラウザを用いてコ
ンテンツを閲覧し，容易にコンテンツの内容に対す

る感想や評価などの情報の関連付けを支援する仕組

みを作成することによって，閲覧者らによるコミュ

ニケーションを支援する．さらには，コンテンツの

内容とこれらのコミュニケーションとを詳細に結び

つけることによって，コンテンツに付随する様々な

情報をアノテーションとして獲得する．これらのコ

ミュニケーションは単体のコンテンツのみに閉じて

いるのではなく，ブログの仕組みを利用することに

よって，Web全体を対象とするより広がりをもつコ
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ミュニティの構築を支援する．これらを実現するた

めの具体的なプラットフォームとして，Synvieとい
うシステムを開発した．なお，本論文では主に映像

コンテンツを対象として述べているが，同様な考え

方は音楽や画像など他のマルチメディアコンテンツ

に対しても有効である．

2 コンテンツのWeblog化
本研究では，既存のWeblogエントリーと同様な
形でマルチメディアコンテンツを配信するための枠

組みを提案する．Weblogで映像コンテンツを配信
することを目的としたサイトは既にいくつか存在し

ており，一般にビデオブログと呼ばれている．現状

のビデオブログは，映像の任意の時間区間に対して

のコメントが付与できないなど，いくつかの課題や

問題点が指摘 [5]されており，必ずしも十分に機能
を果たしているとはいえない．

2.1 本研究におけるWeblogの定義

Weblogは，インターネット上で頻繁に更新され
る，主にテキストと画像からなるHTML形式で記
述された記事を効率よく配信するための仕組みであ

る．Weblogの詳細な定義については諸説あるが，本
論文では技術的側面から見て以下の 4つの要件（こ
こではWeblog化要件と呼ぶ）を満たすWeblogを
対象とする．

1. Permalink[1] : エントリーを一意かつ永続的な
URIにより特定する仕組み．

2. Annotation : エントリーに対して閲覧者が感
想やコメントなどを付与できる仕組み．

3. Trackback[2] : ユーザがエントリー B を参照
してエントリー Aを記述する際，エントリー
Bからエントリー Aへのリンクを明示的に生
成する仕組み．これにより，エントリー間での

双方向リンクの形成が可能になる．

4. XML Feeds : RSS 1.01や Atom2など，更新情

報を XML形式で配信する仕組み．

これらの仕組みを用いて，各々のエントリーを

Trackbackなどのリンクで結びつけることにより，
Weblog エントリーを中心としたコミュニティを
活性化することができる．なお，これらの仕組み

1http://web.resource.org/rss/1.0/
2http://www.ietf.org/html.charters/atompub-

charter.html

図 1: 映像のモデル．映像は複数の連続するショットから
なり，シーンは複数のショットからなる．

は，MovableType(http://www.movabletype.org/)
や Blogger(http://www.blogger.com/)などの主要
なWeblogツールの多くで既に実現・規格化されて
おり，異なるWeblogツール間での相互利用が可能
である．

つまり，これらの仕組みをマルチメディアコンテ

ンツに対して効果的に適用することによって，既存

のWeblogネットワークにマルチメディアコンテン
ツを参加させることができ，コンテンツを中心とし

たコミュニティを活性化させることが期待できる．

2.2 映像のモデル化

本研究では，図 1のように，映像は複数のショッ
トからなるリストであると定義する．ショットは，

一般に映像のカット（切れ目）から次のカットまで

の時間範囲を示すが，必ずしもカットが意味的な内

容の切れ目であるとは限らないので，一定時間間隔

に分割した単位を仮想的なショットとして仮定して

も良いこととする．また映像をWeb上でより扱い
易くするために，それぞれのショットの内容を表す

サムネイル画像をあらかじめ用意する．シーンとは，

複数の連続するショットからなり，意味的につなが

りを持っているものと定義する．ひとつのショット

が複数のシーンに属することも許す．

2.3 映像コンテンツとその内容に対する
Permalink

Weblog化のための一つ目の要件として，映像コ
ンテンツ全体や任意のシーンに対してPermalinkを
記述可能である必要がある．映像コンテンツ全体に

対する Permalinkは以下のように，固有の IDを用
いた URIを記述する．

http://[server]/[content ID]/

また，任意のシーンに対する Permalinkは，以下
のように固有の IDとその時間区間を記述する．複
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数の時間区間に対する Permalink を記述する場合
は，コンマで区切って複数記述すればよい．RDF[3]
の主語としてPermalinkを用いる場合には一意であ
る必要があるため，begin timeの早いほうから順に
並べ替えて記述する．

http://[server]/[content ID]/

[begin time]-[end time],

[begin time]-[end time], ...

これらの仕組みにより，映像の任意の時間区間に

対して，固有のPermalinkを記述することができる．

2.4 映像コンテンツとその内容に対する
アノテーション

Weblog化のための二つ目の要件として，ユーザ
がコンテンツの任意のシーンに対して容易にコメン

トの付与などのアノテーションを可能にする仕組み

が必要である．そのために，筆者らが以前の研究で

作成したオンラインビデオアノテーションシステム

iVAS[6]の仕組みを発展させて利用する．
ユーザは，ネットワークからアクセス可能な任意

の映像コンテンツに対して，Webブラウザを用いて
アノテーション及び閲覧を行う．本研究では，シー

ンに対してコメント情報を記述することをテキスト

アノテーションと呼び，二種類のインタフェースを

提案する．一つ目は，図 2に示すように，映像の任
意のショットに対してコメントを付与できる簡便な

インタフェースであり，映像の閲覧を継続したまま

アノテーションを付与可能である．しかしながら，

このインタフェースでは映像中の任意の領域を対象

としたアノテーションが付与できない．二つ目は，

図 3のような，矩形範囲に対してコメントを付与す
るためのインタフェースである．対象となるシーン

の静止画像に対して，マウスで矩形範囲を選択した

後にコメントを付与する．これにより，映像の任意

のショットの矩形領域を対象としたアノテーション

の付与が可能になる．このインタフェースでは，映

像の閲覧を一時的に停止する代わりに，より詳細な

アノテーションを付与可能である．また，より簡易

なアノテーションとして，筆者らは iVAS[6]におい
て，印象アノテーションというものを提案した．印

象アノテーションでは，映像の任意の時間に対して

マウスクリックであらかじめ用意された閲覧者の主

観的な印象を表すボタンを押すことによって統計的

に評価する仕組みである．

図 2: 映像の任意のショットに対するアノテーションおよ
び視聴インタフェース．ユーザはショットに対してコメン
トを付与可能である．また，現在の映像に同期したアノ
テーションを表示可能である．

図 3: 映像の任意のショット及び矩形範囲に対するアノ
テーションインタフェース．現在のショットに対応する静
止画像に対してマウスで矩形範囲を選択し，コメントを
投稿可能である．

ユーザはこれらの仕組みを用いることにより，映

像コンテンツに対して，電子掲示板感覚で他のユー

ザとコミュニケーションを図ることが可能になると

同時に，様々な種類のアノテーション情報を映像コ

ンテンツに付与することが可能になる．これによ

り，映像コンテンツに対する多目的に利用可能なア

ノテーションの蓄積が可能になり，検索や要約，コ

ミュニティ支援などの様々な応用に利用できる．

2.5 映像コンテンツとその内容に対する
Trackback

Weblog化のための三つ目の要件として，Track-
backの仕組みを映像コンテンツに適用する必要があ
る．Trackbackは，通常のサイト単位の相互リンク
とは異なり記事単位のリンクであるため，よりピン

ポイントにコンテンツに依存したリンクを張ること

ができる．さらに，このリンクは人間の主観によっ
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て張られるものであり，記事内容を意識した関連性

の強いリンクとみなすことができる．

Trackbackの形式は規格化 [2]されており，相手
側のエントリーの Trackback URIに対して，サイ
トの名前，エントリーのタイトル，エントリーの

概略，エントリーの URI情報を送信する．これを
Trackback pingと呼ぶ．Trackback URIは通常以
下のような形式となっており，ユーザはこのURIを
直接入力することによって相手先エントリーを指定

する．

http://[server]/[entry ID]

ビデオブログの Trackbackの仕組みは，Weblog
と同じであり，Trackback ping を送信することに
よって成立するべきである．映像コンテンツの任意

のシーンに対して Trackbackを送信するためには，
そのコンテンツの ID，シーンの開始時刻・終了時刻
の情報も送信する必要がある．Trackback URI以外
は厳密に規格化されているため，我々は Trackback
URIにこれらの情報を埋め込み，Permalinkと同様
に以下の形式に拡張した．

http://[server]/tb/[content ID]/

[begin time]-[end time]

また，複数のシーンに対してトラックバックを付

与したい場合には，Permalinkと同様に，コンマで
区切って複数の [begin time]-[end time]を記述すれ
ばよい．

3 レビュー記事の生成と配信
次に，既存のWeblogとビデオブログを積極的に
結びつけ，映像コンテンツとそれを取り巻くコミュ

ニティを活性化させるための仕組みを提案する．具

体的には，ユーザが映像コンテンツの任意のシーン

を容易に引用し，そのコンテンツに関する記事（レ

ビュー記事）の作成を支援する仕組みを提供する．

これにより，ユーザは自身のWeblogにおいてコン
テンツの宣伝を行うことができ，コンテンツの流

通の促進が期待できる．映像コンテンツの引用は，

シーンを示すサムネイル画像とそのシーンに対する

リンク及びコメントからなる．この形式を複数組み

合わせてWeblogエントリーを記述する．

3.1 レビュー記事の生成

ユーザはコンテンツを閲覧する際，2章 2節のア
ノテーションインタフェースを用いて閲覧し，自身

にとって興味のあるシーンに対しては何らかのテキ

ストアノテーションや印象アノテーションを付与し

ているものとする．もしも，ユーザがレビュー記事

を作成したいと考えた場合，これらの手がかりを残

したショットを対象とした記事を記述したいという

欲求があると考えられる．

そこで，システムは，これらのアノテーション履

歴から，アノテーションを施したショットを対象と

したレビュー記事テンプレートを自動生成する．レ

ビュー記事テンプレートは，テキストアノテーショ

ンを施したショットに対してはそのショットのサム

ネイル画像及びコメント，印象アノテーションを施

したショットに対してはそのショットのサムネイル画

像と空欄テキストフィールドからなる．また，ショッ

ト及びコメントは次節で述べるインタフェースを用

いて修正可能である．

3.2 レビュー記事の編集

ユーザは，Weblogなどで通常のエントリーを書
くのと同様に，一般的なWebブラウザを用いて，レ
ビュー記事テンプレートの編集が可能である．

本研究では，二つの編集インタフェースを提案す

る．一つ目は，シーン伸縮型の映像レビュー記事の

編集インタフェース (図 4)である．これは，対象シー
ンを時間的に前後にショット単位で伸縮させること

に対象シーンの修正・変更が可能であり，より正確

に選択することが可能なインタフェースである．こ

のインタフェースを用いて選択された連続する複数

のショットはひとつの仮想的なシーンとして捉える

ことが可能であるため，シーンの流れやストーリを

対象とした記事を記述するのに適したインタフェー

スである．

二つ目は，ドラッグアンドドロップ型の映像レ

ビュー記事の記述インタフェース (図 5)である．過
去にユーザが施したテキストアノテーションや印象

アノテーションに対応するショットが右側のストック

に保持されており，その中から任意のショットをド

ラッグアンドドロップ形式で複数選択し，その複数

のショットに対してコメントを付与することが可能

なインタフェースである．これは，複数の連続しな

いショットに対してコメントを記述することに適し

たインタフェースであり，シーンやストーリよりも

特定のオブジェクト（たとえば特定の人物など）を

対象とした記事を記述するのに適したインタフェー

スである．
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図 4: シーン伸縮型の映像レビュー記事の編集インタフェー
ス．シーン伸縮ボタンを押して対象シーンを時間的に前
後に伸縮させることによって，正確に対象シーンを提示・
選択可能であり，対応するコメントの編集も可能である．

図 5: ドラッグアンドドロップ型の映像レビュー記事の編
集インタフェース．過去に投稿したアノテーション履歴
から，任意の複数のショットを選択し，対応するコメント
の編集も可能である．

ユーザはこの二つのインタフェースを使い分けな

がら記事を作成可能である．

編集されたレビュー記事は，既存のブログへXML-
RPCや Atom APIの仕組みを用いて投稿する．

3.3 レビュー記事からアノテーションの
獲得

レビュー記事の編集結果には様々な知識が含まれ

ており，二つの観点からアノテーションとして知識

の獲得が可能である．

一つ目は，アノテーションのコメント情報につい

て考察する．映像を閲覧しつつリアルタイムに投稿

されたテキストアノテーションには，誤字脱字や，

言葉足らずなコメントが少なからず存在する．レ

ビュー記事を執筆することによって，これらのテキ

スト情報を見直し，テキストの修正や補完が行われ

ていることが期待できる．また，印象アノテーション

には，本来テキスト情報は含まれていないが，ユー

ザに印象アノテーションを施したシーンに対してコ

メントの付与を促すことによって，テキスト情報が

付与される可能性もある．つまり，映像のシーンに

対して，より質が高くより量が多いテキスト情報の

獲得が期待できる．

二つ目は，アノテーションの対象シーン情報につ

いて考察する．誤って選択された対象シーンの修正

を期待できるだけでなく，映像の構造情報の取得が

可能になる．シーン伸縮型インタフェースによって

選択された連続するショットからなる対象シーンで

は，それに対応するコメント内容という観点に基づ

いた一つの仮想シーンとみなすことができる．また，

ドラッグアンドドロップ型インタフェースを用いて

選択されたショットの集合は，対応するコメントの

意味内容という観点に基づいて，関連性があると考

えられる．複数のレビュー記事を統合的に解析する

ことによって，ショットの連続性と，ショットの関

連性という二つのパラメータを用いた，映像の隠れ

た構造を発見することが可能になり，映像の構造化

に関する知識を獲得することができる．また，これ

らの構造はグラフ構造で表現される．

4 アノテーションの記述と流通
本システムでは，コンテンツに付随する様々なメ

タデータを積極的に配信する．XML Feedに代表さ
れるコンテンツの更新履歴やサマリー情報といった

情報をただ単に配信するだけではなく，コンテンツ

に付随するアノテーション及び閲覧者に関する情報

も積極的に配信する．コンテンツに付随するメタ情

報はコンテンツの内容に依存した情報である場合が

多く，これらの情報を解析することによって間接的

にコンテンツの内容を解析することが可能になる．

4.1 アノテーションの配信

映像コンテンツをWeblog化するための四つ目の
要件として，XML形式による情報の配信する仕組
みを提案する．配信される情報は，コンテンツの更

新情報だけでなく，アノテーション情報も配信する

必要がある．アノテーションは 3章 3節で述べたよ
うにグラフ構造で記述することが望ましいので，グ

ラフ構造の記述に適した RDF形式により記述する．
具体的には，rdf:about属性に一意の映像コンテン
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ツのURIとアノテーションの IDを指定することに
よって，以下のような形式で表現する．

<annotation rdf:about="http://[server]/

[content ID]#[annotation ID]">

<target rdf:resource="http://[server]/

[content ID]/[begin time]-[end time]">

<annotator id="maya@synvie.net"/>

<dc:date>2005-10-22T21:03:52</dc:date>

<description>コメント</description>

... Other Annotation XML Data ...

</annotation>

target要素の rdf:resource属性には，先に述べた
任意の映像コンテンツを指す Permalinkを記述す
る．また，テキストアノテーションの場合はコメン

トの内容を表す description要素や，アノテータ情
報を記述する annotator要素などを定義することに
よって記述可能である．これらは一意な URIや ID
が付与されているため，様々なビデオブログサーバ

に分散する，「誰」が「いつ」「どのコンテンツ」の

「どのシーン」に「どのような内容」を付与したか

というアノテーションを機械が可読な形で配信・収

集することが可能になる．

4.2 Weblog ネットワーク

Weblogの仕組みを適用することによって，マル
チメディアコンテンツを図 6のようなWeblogネッ
トワークに参加させることが可能になる．これによ

り，コンテンツ・人・Weblogなどが互いにリンク
した詳細かつ広範囲な関係をグラフ構造により構築

することが可能になる．これにより，コンテンツに

付随する様々な知識を発見するためのフレームワー

クとして機能することが期待できる．

5 おわりに
本論文では，Weblogの仕組みを映像コンテンツ
の任意のシーンに対して適用する仕組みを提案した．

これにより，映像コンテンツをWeb上で効率よく
扱う枠組みを提案しただけでなく，より詳細かつ多

くのアノテーションを獲得することが可能になった．

これらのアノテーションは，二つの観点により映像

を構造化する．一つは，レビュー記事を執筆するこ

とによってそれぞれのショット間の意味的な関係の

抽出が期待できる．もう一つは，Weblogの仕組み
を用いることによってWeb上の任意のコンテンツ

content

Weblog

Weblog

Weblog

content

content

Weblog

Weblog

annotation

annotation

annotation

annotation

annotation

annotation

annotation

annotation

annotation

annotation

annotation

annotation

content

Videoblog

content

Videoblog

content

Videoblog

図 6: Weblogネットワーク．

との意味的な関係の抽出が期待できる．これらはグ

ラフ構造の記述が可能な RDF形式で記述・配信・
収集することによって，映像コンテンツに対するア

ノテーションのRDFデータベースを構築すること
が可能になる．

なお本システムは，2005年度前期の IPA未踏ソ
フトウェア創造事業による支援を受け，現在開発中

(http://synvie.net/)である．今後の課題として，シ
ステムを公開し，より実践的なアノテーションの収

集・蓄積とそれに基づく応用に関する研究を行って

いく．
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